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【育種・生産分野】
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回数 予定時期
①総合戦略2015の課題
及び平成28年度アクション
プラン選定プロセスの検証

②平成29年度予算で取り組む
べき課題の検討

③アクションプラン特定施策の
フォローアップ及びブラッシュアップ

第１回
1/19
（火）
14:00-
16:00

総合戦略2015及びアク
ションプランにおける課題
の検証

 H27年度農林水産戦略協議会における議論の進め方について

関係者からの進捗報告を受
け、H29予算で取り組むべき
課題について議論
【スマート生産システム】

関係者からの進捗報告を受
け、AP特定施策のフォロー
アップ及びブラッシュアップ
【スマート生産システム】

第２回
２/23
(火)
15:00-
17:00

各府省からの進捗報告を受
け、H29予算で取り組むべき
課題について議論
【スマート・フードチェーンシステム①
；育種、生産】

各府省からの進捗報告を受
け、AP特定施策のフォロー
アップ及びブラッシュアップ
【スマート・フードチェーンシステム①
；育種、生産】

第３回
３/８
(火)
9:30-
12:00

各府省からの進捗報告を受
け、H29予算で取り組むべき
課題について議論
【スマート・フードチェーンシステム②
；加工・流通、消費】

各府省からの進捗報告を受
け、AP特定施策のフォロー
アップ及びブラッシュアップ
【スマート・フードチェーンシステム②
；加工・流通、消費】

基本計画の課題

報告書（案）とりまとめ

農林水産戦略協議会の進め方農林水産戦略協議会の進め方

７

 H29年度で取組むべき課題・領域の明確化
 施策推進に関する留意点のとりまとめ 等



システム 重点的取組 施策番号 施策名

スマート
・フード
チェーン

次世代育種システム（ＳＩＰ及び大会プロジェクト
⑨を含む）

フ・内科01 新たな育種体系の確立（ＳＩＰ）

フ・農01 ゲノム情報を活用した農畜産物の次世代生産基盤技術の開発

フ・農02 国産花きの国際競争力強化のための技術開発

ニーズオリエンティッドな生産システム（ＳＩＰを含
む）

フ・内科02 次世代機能性農林水産物・食品の開発（ＳＩＰ）

フ・農03 地域の農林水産物・食品の機能性発掘のための研究開発

フ・内科03 収量や成分を自在にコントロールできる太陽光型植物工場（ＳＩＰ）

フ・農04 ウナギ種苗の大量生産システムの実証事業

加工・流通システム（ＳＩＰ及び大会プロジェクト⑨
を含む）

フ・農02 国産花きの国際競争力強化のための技術開発

フ・農05 輸出産地の課題解決に向けた研究開発

実需者や消費者への有益情報伝達システム

昨年度の地域資源戦略協議会では、生産、加工・流通、販売を技術でつなぐ「スマート・フード
チェーンシステム」において、アクションプラン特定施策として８つの施策を特定した。
そのうち、今回議論を行う育種・生産分野では、７つの施策が特定されている。
特に、農林水産分野の政策課題の検討には、ＳＩＰ施策「次世代農林水産業創造技術」との
関連性が重要であり、27ＡＰ施策の特定に当たっては、ＳＩＰのほか、関係府省の実証事業も
含め、網羅的かつ俯瞰的な検討を実施した。

１．Ｈ28年度特定施策
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２．同システム検討における具体的な進め方及び検討のポイントについて

○ 育種、加工・流通、高付加価値化等に係る要素技術を繋ぎ、システム（バリュー
チェーン）を有効に廻すための施策の検討
例）システムを機能するための作業手順やルール、情報等の標準化 等

○ スマート・フードチェーン形成のための府省連携が必要な情報プラットホームや経営
支援ツール等の技術の検討

○ 重点化してきた様々な技術分野の中でも、特に注力すべき技術開発やその技術の
社会実装に必要な施策の検討
例）ＴＴＰ対策の研究開発テーマ（畜産分野）、輸出に向けたオールジャパン
でのマーケティング戦略 等



① スマート・フードチェーンシステム

（参考）昨年度地域資源戦略協議会で議論したシステム（参考）昨年度地域資源戦略協議会で議論したシステム

○創出されるバリュー
・ニーズに応じた農林水産物・
食品の提供、高付加価値商
品の創出
・農林水産業*1)、食品産業*2)

の成長によるＧＤＰ増大

国内外の市場や消費者のニーズを、育種、生産、加工・流通、品質管理等に反映させ、付加
価値の高い農林水産物・食品を提供

システム化概要

生産

加工・流通

・多収性、日持ち性など、有用な形質を持つ品種の開発
・機能性農林水産物・食品の開発や次世代施設栽培による高付加価値商品の生産・供給
・輸出にも対応可能な品質管理技術、鮮度保持技術等の開発

情報共有
システム

育苗
・育種

日持ち多収

定時・定量・定品質供給

機能性農林水産物・食品の開発

外食・
消費

品質管理

鮮度保持期間延長

高糖度

ニーズに応じた生産

GDP(H24): *1)５兆円、*2)38兆円
食品の安全・信頼性

トレーサビリティー

加工特性

育種期間の短縮

高付加価値化

輸出促進

長期保存

収量･品質の制御

地域の機能性発掘

日持ち

【内科、文、農】

【内科、文、農、経】

【農】

【農】


